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高大連携の意味は？ 
東三河・浜松地区高大連携協議会の設立趣意書から・・・ 
 
東三河地区においては、愛知県の他地域に先駆け、平成２０年１１月から、地域の全公立学校と東三河地域に 
所在するすべての大学・短期大学が参加して東三河高大連携協議会を設立し、高大連携事業を展開して大き
な成果を収めてきた。設立にあたっては、当時の社会情勢として以下のような認識がなされた。それは、少子化
により大学全入化時代を迎えたこと、大学、短期大学への進学率が５０パーセントを超えたこと、その一方で、必
要な学力を身につけないまま高校を卒業していく者、大学で学ぶことへの確固たる目的意識や将来への展望を
もたないまま進学する者が増加していること、大学においても学生の学力、学ぶことへのモチベーションの低下
が重大な課題として浮上してきているということであった。 
その中で、生徒自身の学習および将来に対する意識を明確化し、高校から大学への接続を円滑化することを目
指した「高大連携」の重要性が認識されてきたが、その実施方法において、各学校間で実施されているため、大
学、高校双方の負担が大きいこと、その成果が外部には見えにくいことという問題も生じていた。 
そこで、現在の状況が第１段階とすれば、第２段階として、事業の成果を地域全体に普及すること、学校の枠を
越えて活動することによって、生徒がお互いに刺激し合い、より大きい成果を上げることへの期待から、東三河
高大連携協議会が設立され、東三河地域における高大連携事業計画とその実施の調整を行い事業の円滑化
を図ると同時に事業成果の拡大と普及を目指すことになった。 
その後、東三河高大連携協議会が設立されて以降５年の間に、東三河県庁の設置、三遠南信地域の連携等地
域全体の活性化が盛んに行われるようになってきた。歴史的にみても東三河地域と遠州とりわけ浜松地区との
行政区を越えた経済的な交流、人事的な交流は盛んに行われてきており、大学進学という点においても本地域
から浜松地区の大学への進学希望も相当な数にのぼっている。そこでこうした状況を踏まえ、本協議会を浜松
地区にも拡大し、これまでの東三河高大連携事業に加え、浜松地区の大学との連携を円滑に実施することに
よって、生徒の将来ばかりでなく、広く東三河・浜松地区の活性化にも役立てることができるのではないかと期待
する。 

平成２４年７月１９日 



「ラーニングフェスタ」は、 
東三河・浜松地区高大 
連携協議会の事業成果 
の拡大と普及の賜物です。 



ラーニングフェスタ2014 
 
企画名称 ラーニング フェスタ2014 
日   時 2014年8月25日(月)  
       ９:30～16:00 受付９:00 
会   場 豊橋創造大学 
主   催 東三河 
       ・浜松地区高大連携協議会 
       (主管：愛知県立豊丘高等学校 
           ／豊橋創造大学) 



ラーニングフェスタ2014 
開催趣旨 地域の高校と大学が連携・協力して行う高校生とその保護者を 
       対象として行う進路探求・学問探求のイベント。東三河・浜松地 
       区高大連携協議会に加盟する大学(参加を希望する大学)が、大 
       学で学ぶことのできる学問分野について、様々な専門分野で活 
       躍している教授陣が、高校生にも分かりやすい身近なテーマを 
       揃えて、魅力あふれる講座を展開します。 
       この企画では、高校生が、多彩なテーマの講座一覧から自分の 
       興味のあるテーマの講座を選択受講することで、大学で学びた 
       い学問を見つけることを期待しています。合わせて、この企画を 
       通して、学ぶことの楽しさや進学の意義について考えるきっかけ 
       となり、高校での学習の励みになることを期待しています。さらに、 
       「地域の高校生は、地域の大学で育てる。」という理念のもと、東 
       三河の高校生が、地元大学に興味関心を持つ機会となることも 
       期待しています。 
       学問探求イベントは、名古屋市で開催されることが多く、東三河 
       地区の高校生にとっては、東三河地区で気軽に参加できるイベ 
       ントが多くありません。この企画が東三河地区の高校生の学問 
       探求イベントの一つとして位置づけられることを期待します。 
 



開催意義 この企画の趣旨に賛同する東三河・浜松地区大学が、一同に会 
       して体験講座を実施することで、東三河地区高校の生徒が複数 
       の大学や学問を探求することができることは、意義深いことであ 
       り、全国でもあまり例のない有意義な企画と考えています。 
加盟大学 １ 豊橋技術科学大学 
       ２ 愛知大学 
         愛知大学短期大学部 
       ３ 豊橋創造大学 
         豊橋創造大学短期大学部 
       ４ 愛知工科大学 
         愛知工科大学自動車短期大学 
       ５ 静岡大学工学部 
       ６ 静岡大学情報学部 
       ７ 静岡文化芸術大学 
       ８ 浜松学院大学 
         浜松学院大学短期大学部 
       ９ 常葉大学(浜松キャンパス) 
       10聖隷クリストファー大学 
       11静岡理工科大学 
 
 



1月 
 企画打診に対する協議 
2月1日(土) 
 企画発議 
 加盟大学へ「企画書」の発信 ／加盟高校へ実施の案内 
2月28日(金) 
 「参加・不参加確認書」の提出締切 
 イベント参加方針の確認 
3月31日(月) 
 「体験講座登録書」の提出締切 
4月 
 「イベント案内チラシ」の作成・配布 
5月 
 イベント参加者集計 
6月 
 体験講座時間割編成 
7月 
 イベント参加者名簿の確定 
8月  
 イベントのしおり(当日ガイド)の作成・配布 



加盟大学への案内文 ※スライドのみ 



講座内容登録用紙 
講座オーダー登録用紙 ※スライドのみ 



案内チラシ 
 



受講講座希望調査集計表 ※スライドのみ 



集計表 ※スライドのみ 







参加者数       ２,３０５名 
参加者数実績    1時間目 1,210名 
                           2時間目 1,540名 
             3時間目    995名 
             4時間目    297名 
             5時間目    126名 
のべ講義受講者数       4,168名 
 











受講生の感想より 
 



受講生の感想より 
 



受講生の感想より 



受講生の感想より 



高大連携事業を成功させるためのポイント① 
 
 

コーディネーター 
の存在 



高大連携事業を成功させるためのポイント② 
 
 

コーディネーター 
が的確にその役
割を果たすこと 



高大連携事業を成功させるためのポイント③ 
 
 

地域の人材は地
域の教育機関で
育てる 



高大連携事業を成功させるためのポイント③´ 
 
 

地域の高校生は
地域の大学で育
てる 



まとめ 
●高校と大学が主体的に立ち上げる 
  業者企画ではない 
●高校と大学が組織活動として取り組む 
  学校行事、進路行事として年間計画に組み込む 
●協議会事業として長期計画として取り組む 
  加盟校が参加しやすいように、数年前から日程調 
  整を図る 
●双方向の情報交換で企画内容を詰めていく 
  高校側のニーズと大学側の出せるコンテンツのす 
  り合わせ 
●個々の大学PRではない 
  「学問」という視点でとらえる 
  学ぶことの楽しさ、学ぶことの意義を考えさせる 
 



ご静聴、ありがとうございました。 
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